
仏
婦
盆
会
・
初
参
式 

 
 

 
 

 
布
教
使
課
程
布
教
実
習
法
座 

八
月
二
十
七
日
（
木
） 

 

午
前
十
一
時
～ 

 

喫
茶 

 

正
午
～ 

 
 

 
 

お
斎 

      
 

午
後
一
時
～ 

 
 

初
参
式 

 
 

 
 

午
後
一
時
半
～ 

 
盆
会 

二
時
～ 

 
 

法
話 

 
 

 
 

 
 

 

第
五
期
布
教
使
課
程
実
習
生 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

専
任
講
師 

＊
式
章
・
経
本
を
ご
持
参
下
さ
い
。 

  
 

布
教
使
課
程
（
全
寮
制
）
は
、
実
践
力
あ
る
布
教
使
を
養
成 

 
 

す
る
た
め
の
研
修
で
す
。
四
月
九
日
～
九
月
十
五
日
に
か
け
て 

 

の
長
期
研
修
の
な
か
、
総
括
と
も
い
え
る
今
回
の
布
教
実
習
で 

は
、
聞
法
の
よ
ろ
こ
び
を
多
く
の
人
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と 

 

し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
お
聴
聞
さ
れ
る
お
門
徒
さ
ま
あ
っ
て 

の
布
教
使
で
す
。
聴
聞
の
姿
が
そ
の
ま
ま
布
教
使
を
育
て
て
い 

く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
ど
う
か
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
一 

人
で
も
多
く
お
参
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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●
七
月
二
十
七
（
月
） 

念
仏
講
が
お
昼
に
あ
り
ま
す 

・
集
合 

 
 
 
 

十
一
時
三
十
分
頃 

 
 
 
 

・
昼
食 

 
 
 
 

十
二
時
～ 

 
 
 
 

・
お
勤
め 

法
話 

十
三
時
～ 

 
 
 
 

・
茶
話
会 

 
 
 

十
四
時
～ 

 
 
 
 

・
解
散 

 
 
 
 

十
五
時
頃 

 
 
 
 
 
 
 
 

＊
会
費 

五
百
円 

＊
当
番
は
あ
り
ま
せ
ん 

  

昼
食
の
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で
、
二
十
五
日
ま
で
に
申
込
連
絡 

 

を
大
性
寺
（
三
六
‐
三
〇
六
二
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

ど
な
た
で
も
お
参
り
い
た
だ
け
ま
す 

皆
さ
ま
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
是
非
と
も
ご
参
加
下
さ
い 

 

 

お
浄
土
へ 

法
名 

釋
殊
好 

 

川
島 

久
代 

様 
 
 

七
十
六
歳 

四
月 

九
日 

 

法
名 

釋
竹
園 

 

川
島 

竹
夫 

様 
 
 

九
十
一
歳 

六
月 

四
日 

 

法
名 

宝
松
院
釋
恵
香 

 

横
山 

ま
つ
ゑ 

様 
 

九
十
五
歳 

六
月 

十
一
日 

 

法
名 

浄
念
院
釋
恵
利 

 

上
野 

ト
シ
子 

様 
 

八
十
三
歳 

六
月 

十
九
日 

 
右
の
方
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

 

生
前
の
ご
苦
労
を
偲
び
、
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。 

と
も
し
び 

 

寺 報 
 



 

キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ 

子
ど
も
お
泊
り
会 

日
時 

八
月
七
日
（
金
）
～
八
日
（
土
） 

 

 
 
 
 
 

五
日 

午
後
一
時 

集
合
・
お
勤
め
・
法
話 

 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
二
時 

お
楽
し
み
も
の
作
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
五
時 

夕
食
準
備
・
夕
食 

 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
七
時 

入
浴
・
花
火
等 

  
 
 
 
 

六
日 
午
前
六
時 

起
床
・
ラ
ジ
オ
体
操
・
朝
食 

 
 
 
 
 
 
 
 

午
前
九
時 

お
楽
し
み
も
の
作
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

午
前
十
一
時
半 

 

解
散 

 

＊
参
加
費
…
千
円 

＊
申
込
締
切
り
…
八
月
一
日
（
土
） 

小
学
生
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

友
達
も
誘
っ
て
、
み
ん
な
で
お
寺
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。 

 

 

大
性
寺
手
作
り
展 

 
 

九
月
に
手
作
り
作
品
展
を
本
堂
・
庫
裏
で
行
な
い
ま
す
。 

 
 

手
作
り
作
品
な
ら
何
で
も
。
ぜ
ひ
皆
様
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 

搬
入
…
八
月
三
十
日
（
日
） 

＊ 

作
品
作
り
（
折
り
紙
・
切
り
絵
・
ち
ぎ
り
絵
・
手
芸
作
品
等
々
）

を
希
望
の
方
や
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
性
寺
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

 

岐
阜
別
院 

親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
大
遠
忌
法
要 

日
程
決
定 

 

平
成
二
十
八
年 

五
月
二
十
八
日
（
土
）・
二
十
九
日
（
日
） 

 
 

＊
法
要
参
拝
等
、
詳
細
は
次
回
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 平成２６年度 墓地管理費会計報告   

収入 件名 金額  

 前年度繰越金       \93,531  

 管理費                        \125,000  

 納骨檀 １基       \100,000  

 前納金       \50,000  

 利息       \31  

 合計       \368,562  

支出 件名 金額  

 墓地清掃費       \30,000  

 納骨管理費        \20,000  

 振込料 130×5       \650  

 翌年度繰越金       \317,912  

 合計       \368,562  

墓地環境整備基金      

 定期貯金（岐阜北農協）       \300,000  

       

 

墓地管理費会計報告と 26年度行事報告・決算報告は、 

インターネット上では、非公開とさせていただきます。 

 



時 

鐘 
 

 

☆ 

四
月
十
八
日
（
土
）
黒
野
組
組
会
が
光
順
寺
で
開
催
さ
れ
、 

宇
野
邦
朗
さ
ん
、
牧
野
大
修
さ
ん
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

☆ 

四
月
二
十
四
日
（
金
）
岐
阜
教
区
仏
婦
総
会
が
、
岐
阜
別
院
で

開
催
さ
れ
、
牧
野
尚
美
さ
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 
  

☆ 

四
月
二
十
五
日
（
土
）
春
季
永
代
経
法
要
が
勤
修
さ
れ
ま
し
た
。

お
斎
を
い
た
だ
き
、
読
経
の
あ
と
、
巖
后
範
之
師
の
ご
法
話
を

お
聴
聞
し
ま
し
た
。
お
斎
当
番
は
上
願
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

美
味
し
く
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

法
要
終
了
後
に
は
、
定
例
総
代
役
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

☆ 

五
月
十
一
日
（
月
）
、
お
花
見
会
と
お
茶
会
が
行
な
わ
れ
、 

 

二
十
二
名
の
参
加
の
も
と
、
お
抹
茶
を
い
た
だ
き
、
花
見
弁
当

を
食
べ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

☆ 

五
月
二
十
二
日
（
金
）
、
教
区
総
代
会
総
会
・
研
修
会
が
別
院

香
光
殿
で
開
催
さ
れ
、
川
島
定
男
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

☆ 

五
月
二
十
五
日
（
月
）
黒
野
組
寺
族
婦
人
会
総
会
が
大
性
寺
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

☆ 

六
月
六
日
（
土
）
岐
阜
別
院
に
て
組
仏
婦
総
会
、
黒
野
組
「
お

聴
聞
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

☆ 

四
・
五
・
六
月
の
椿
野
苑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
、
宇
野
英
子
さ
ん
、

宇
野
倭
香
子
さ
ん
、
佐
村
や
よ
い
さ
ん
が
行
っ
て
い
た
だ
け 

ま
し
た
。 

☆ 

四
・
五
・
六
月
の
グ
リ
ー
ン
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
、 

 
 
 

 

佐
村
や
よ
い
さ
ん
、
村
居
と
み
子
さ
ん
、
白
木
道
子
さ
ん
、 

 
 

川
島
節
子
さ
ん
、
川
島
美
保
子
さ
ん
、
牧
野
仁
子
さ
ん
が 

行
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。 

◇ 

清
掃
奉
仕
の
お
願
い 

 

 
 
 
 

日
時 

八
月
一
日
（
土
）
午
後
三
時
よ
り 

 
 

境
内
（
特
に
裏
山
等
）
の
雑
木
も
一
年
で
立
派
に
成
長
い
た 

 
 

し
ま
し
た
。
お
盆
を
前
に
、
年
に
一
度
の
奉
仕
作
業
を
お
願 

い
い
た
し
ま
す
。
草
刈
機
、
カ
マ
等
を
ご
持
参
下
さ
い
。 

尚
、
一
部
の
方
に
仏
具
の
お
み
が
き
を
、
合
わ
せ
て
お
願
い 

致
し
ま
す
。 

 

定
例
総
代
役
員
会
報
告 

 
 

四
月
二
十
五
日
、春
季
永
代
経
法
要
終
了
後
に
定
例
役
員
会
が 

開
催
さ
れ
、
二
十
六
年
度
の
行
事
報
告
・
決
算
報
告
・
墓
地
管
理 

会
計
報
告
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
別
項
参
照
） 

 

○ 

新
役
員
就
任
（
交
代
が
あ
り
左
記
の
方
々
が
就
任
） 

 
 
 

 
 

 

地
区
役
員 

川
島
信
雄
（
大
門
） 

上
野
貴
光
（
藤
倉
） 

 
 
 
 
 

川
島
晴
美
（
大
門
） 

磯
川
幸
男
（
上
願
） 

 
 
 
 
 

佐
村
将
文
（
掛
） 

 

村
居
あ
つ
子
（
洞
田
） 

 
 
 
 
 

大
野
絹
子
（
洞
田
） 

棚
橋
寿 

（
松
尾
） 

 
 
 
 
 

棚
橋
拓
男
（
松
尾
） 

 と
も
し
び
会 

 
 
 
 
 
 
 

会
費 

二
百
円 

◇ 

お
茶 

七
月 

十
三
日
（
月
）・
・
・
・
午
後
一
時
半
よ
り 

 
 
 
 
 

八
月 

 

十
日
（
月
）・
・
・
・
午
後
一
時
半
よ
り 

◇ 
ダ
ー
ナ
お
花
畑 

（
午
後
三
時
よ
り
） 

 
 

七
月 

 

八
日 

（
水
） 

 
 
 

八
月 

 

一
日 

（
土
）
境
内
清
掃
奉
仕
お
願
い
し
ま
す
。 
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